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昭和25年6月至昭和27年3月

毎日午前10時

那珂湊港外

昭和25年度那珂湊に於ける定置観潮と牲況の大要
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今月に於いて鮭漁矧は殴り好況とは言えず

上旬空くなし。中旬に於いて110〆、下旬

に於いて935〆と言う状態である。

組の漁獲は依然として窓、く中旬に只222

〆のみにすぎない。

姐漁業は上中旬と良く、上旬2860　〆の漁

獲をみたが下旬に於いて71〆　と漁獲は皆

無と言う状態であった。

いわし…いわし漁は今月に入り餃り漁獲は

みられず上旬40〆、中旬に於いて15′一　下

旬に於いて60〆の水堤しかみられなかっ

た＿○

i　さんま・・・上旬は闇夜堪りを利して連日大漁

上帯一昔言上言「・、告二二一㌦㌫工、
下旬隼墜旦鱒璧旦竺をを　準は不振にて今

t L弓　旬の水晶高は19万〆であった。

さんま…上旬初めは凰窓く出漁する群もな
く見込なかつたが4日より凪となり漫島崎
ENE20－40裡一那珂湊E／N40灘にて各賠平
均1．700質中旬になり漁場が南
につれ活登となり臼平均1β00
り出漁船少く水痘高も12万賃で
れなかった。
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・さんま…・本月に入りさんま漁は出漁船少く

壬等訝撃至㌫蒜㌫蛋禁架
のみっ
いわし・・上旬には全然なく中旬朱に小名濱
沖合5－6理に出漁略000貫の漁獲を揚げ、
下旬には那珂湊沖合7・－8饉附近にて5．200
貴め幣篠があった。

いわし・・・那珂湊沖合に若干出漁するも群少
く上旬初めに1β（粕貫、中旬初めに1，110貨
の水場をされたのみ。
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